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次世代自動車宮城県エリア クロージングシンポジウム 配付資料 



 

1. 活動概要 
2. 目標達成 
3. 実施状況・成果等（過去4年間） 
  事業化・商品化の推進サポート活動（平成27年度） 
4. 実施状況（平成28年度） 
5. 今後の取組で目指すもの 
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 https://www.miyagicar.com/ 



 産学官金が連携し、（１）次世代自動車に関する
基礎教育コース、（２）共用設備・機器・ソフトウエ
アを活用する実習コース、（３）連携成果を自らの
業務に展開する応用・実践コースを推進。 

 宮城県、金融機関、企業と連携し、地域企業ツ
アーやラボツアーを開催するなど多彩な産学官
金連携事業を推進。 

 国際的観点で事業を推進できる産学官金人材育
成を目的として、国際会議を開催。 
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 当初の目標： 
3年目（平成26年度）には 
（1）基礎コースでは合計50人、 

（2）実習コースでは合計50人、 

（3）応用・実践コースでは総計20人 

 

5年目（平成28年度）には 
（1）基礎コースでは合計100人、 

（2）実習コースでは合計100人、 

（3）応用・実践コースでは総計60人 

*実際の受講者数は目標を大きく超える
数の育成が進められている。 
 
平成27年度の実績 

（1）基礎コースでは合計573人、 

（2）実習コースでは合計190人 

（3）応用・実践コースでは合計206人と 

多くの人材育成を進めることができた。 
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人材育成講義 

 (平成24年度14回延583名・平成25年度6回延641名・平成
26年度3回延220名・平成27年度4回延233名） 

 ラボツアー（平成24年度153名） 

地域企業ツアー（平成24年度は1回30名・平成25年度6回
延165名・平成26年度3回延71名・平成27年度2回延54名） 

*厳しい状況の中でも高い志で発展を目指す地域企業の活動を現場レベルで習得 
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基本計画書の目標値を着実に達成 



 事業化・商品化の推進サポート活動（平成27年度） 
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多数の連携を発掘 

（事業化・商品化推進委員会と連携）事業化を進める上で重要となる資金獲得、
またプロジェクトの推進の秘訣等を人材育成の観点から多数事例紹介し、重
点事業化テーマの推進をサポートした。 

地域連携により特許化、商品化・事業化への貢献も可能な新しい時代の逞し
い人材が育成される。同時に、それらの世界的な研究環境の中や、補助的な
業務を進める過程で、実践的に産学官連携を推進できる人材も育成すること
を目指し、各研究室や研究グループとの共同研究のような形で事業化・商品
化を進める中で応用の実現を目指す人材育成を行った。 



パワーアップした人材育成講座 
 7月タイについての情報を中心とした、東南アジアにおける自動車関連産業に関す
るシンポジウムを開催し、企業の実態と活力や東南アジアにおける進出日系企業
の動向について産学官が学ぶ機会を設けた。 

 8月平成27年度から開始した学生向けの夏季合宿を開催。   

  ブレーンストーミングの基礎、地域産官学の先生方との交流の機会等を設けた。 

 10月国際シンポジウムを開催し、最新の自動車業界の知識を習得、宮城県の産官
学の研究成果を世界に発信する機会を設けた。 

 11月以降は「東日本大震災以降の歩みと今後の展望」をテーマに、本プロジェクト
を締め括るための議論の場を設けた。 
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人材育成の更なる応用 



 東南アジアにおける自動車関連産業に関する 

  シンポジウム 
今後の自動車産業の海外展開の可能性を 

念頭に東南アジアにおける自動車関連産業に 

関するシンポジウムを開催。 

講演会の前には、次世代自動車システム研究 

プロジェクトの視察会を開催し、自動運転などの 

先端技術に触れる機会を設けた。 
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自動車産業の海外展開 



 次世代自動車宮城県エリア夏季学生合宿 
 

次世代自動車関連の取組の最新状況について相互理解を深めると共に、学内シーズ
と地域ニーズとのマッチングをテーマに、ワークショップ形式でのグループ討論・発表を
行った。 
 

✩対象学生：学内外の学生 

✩テーマ：学内シーズと地域ニーズとのマッチング 

✩目的：視野を広げ、自由かつ柔軟な発想による 

アイデアの創出に繋げることができる学生の育成 
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地域の人材育成 



 地域企業ツアー 
大学の研究者や産学を繋ぐ官の機関が地域企業の現状や現場を見て・聞い
て・知ることが、地域での連携を強固なものにすると考え、大学の研究室と地域
企業の知識や情報共有をさらに促進した。 

地域・広域連携推進委員会などの支援により、地域産学官金の協力体制が構
築されている。研究機関についても、東北大学のみならず、他大学・高専等から
も人材育成プログラム、地域企業ツアーなどを通して協力の輪が拡大。 

  第一回：8月30日（火）株式会社アルテックス     

  第二回：9月1日（木）サンドビックツーリングサプライジャパン株式会社 
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産学官連携と地域の輪 



 国際会議を通し国際的な連携  
 “Global/Local Innovations for Next Generation Automobiles 2016” 

（平成28年10月11日～12日開催）二日間に渡り、次世代自動車のイノベーションに向
けた国際会議を開催した。国内外から講演者を招き、研究者や地域企業なども合わせ
て49講義行い、延べ137名の聴講者が参集。国際性を含め高いレベルでの達成。 
 

 講演のテーマ：自動運転や燃料電池、触媒、材料科学、人工知能や交通システム他 

✩グローバルな視点から生み出される最先端の技術 ✩技術開発の現場から  

✩東日本大震災以降の歩みと今後の展望 ✩世界各国の先端分野研究   

✩未来に向けた新技術の開発と世界へのチャレンジ 

✩ポスタープレゼンテーション 東日本大震災以降の歩みと今後の展望 
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グローバルな人材育成を推進 



 東日本大震災以降の歩みと今後の展望  
 “Global/Local Innovations for Next Generation Automobiles 2016” 

では、震災後の歩みや今後の取組について世界へ発信するため、英語でポスターを作成
しましたが、日本語でも改めて議論や再確認を行うために本プロジェクト最終年度には「東
日本大震災以降の歩みと今後の展望」に関する人材育成の講演会を計3回開講(参加者：
延168名）。講演資料を第1・2回、第3回とそれぞれ2冊の冊子にまとめた。 

講演のテーマ：大震災から復旧・復興に至るまでの過程での思いや見つけた課題、現在
取り組んでいる事業や開発している製品等、東北地域の未来を発展させるための今後の
展望について 
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人材育成講義の様子 

東北大学 江刺研究室 工藤電機株式会社 

吉村達彦先生 
山邉茂之先生 

岡島淳之介先生 

https://www.miyagicar.com/ 



 平成24年度から28年度にわたる5年間の次世代自動車
宮城県エリアでの人材育成事業を通して、東北大学で
は、40余の研究室が連携し、未来科学技術共同研究 
センターの次世代移動体システム研究会を中心とする 
推進体制が構築されてきたので、平成33年3月末まで 
に、より実践的な人材育成事業を継続的に推進する。 
具体的には、下記の事業を進める。 

 

 1. 人材育成基礎応用実践コース 

 2. 国際シンポジウムなどを通した地域のアクティビティを 

   世界的な活動に展開できる人材の育成 

 
 

13 


